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令和６年度 相模原市立内郷小学校 学校経営案

表現力を育成をするための環境整備→「温かい集団」作り （今年度は、「反応」するスキルの定着）

【授業改善】 【児童指導】 【特色ある教育活動（行事等）】
表現する楽しさ 自分と仲間を実感（関わる楽しさ） 達成を実感（楽しさ）

○確かな学力の向上 ○豊かな人間性の育成（心の教育の充実） ○たくましく生きる力の育成
（授業改善を学校経営の柱に据える。） ・道徳教育の充実 ・結果より過程を重視する
・単元を主とした授業デザイン ・人権意識の向上、命の教育 ・失敗を生かして挑戦する力
・基礎・基本⇔活用が双方向に行き来す ・行事への取り組み 縦割り班活動
る授業展開（学ぶべき物（知識・理解）と ・ボランティア活動の活性化 ①児童が主体となって計画、実践する活
それを活用する学び（思考力）を明確に ・あいさつの励行 動、活躍の場
する。） ①安心、安全（危機意識、心の安心、居場所） ②ねらいとゴールの児童の姿の明確化、
・言語活動（表現）の充実 ・児童アンケート、面談 振り返りでの意味づけ

②異学年での活動の充実 ③学習や学校生活の中で身につけた力
①児童が主体となって取り組む言語活動 （大切にされ感、頼られ る嬉しさ） を発揮する場
②自ら学ぶ意欲の育成（総合的な学習） ・なかよしタイム ・たてわり清掃
③協働の学びを通して、より深く物事を考え ③自分で考え、判断し、行動にうつす（自律）
る力の育成 ・レベルアップカードの取り組み
④思考を助けるツール ・自主学習の取り組み

④身につけた力の日常化

【キャリア教育の視点】
○つながる力 ◎自律する力
考えの違う他者と折り合いをつける力 自らの立場、役割を理解し、前向きに生きていく力

○乗り越える力 ○見通す力
様々な課題に主体的に向き合う力 働くことの意義を考え、計画的に将来設計する力

PLAN DO CHECK ACTION
目標設定 活動の展開 活動・成果の評価 改善・更新

学校教育目標 ○確かな学力の向上
○豊かな人間性の育成
○たくましく生きる力の育成

教師の願い
保護者の願い
地域の願い

児童の実態
児童の課題

・自ら考え、進んで表現する子
常に課題意識をもち、学習に意欲的に取り組み、

学ぶ力を身につけ、確かな学力をもった子

・自他を大切にできる子
相手の立場に立って物事を考え、人の気持ちや痛みがわかる心や

感動する心で、温かい関わりができる子

・心身共にたくましい子
何事にも負けない強くたくましい心をもち、

安全で健康的な生活習慣を身につけた子

自分の考えや想いを表現できる子どもを育てる

目標や夢の実現に向けて成長していくために、論理的な思考力は必要になっ
てくる。内面にある自分の思いや考えを、言語による説明や活動等の表現する
場を教育活動全般に意図的・計画的に配置し学習履歴を積むことで、表現力の
育成をしていく。表現することで、自己肯定感や自信、次への意欲につながり、
子ども達一人ひとりの主体性の育成につながると考える。

【目指す学校像】

○すべての教育活動に
表現の場の育成を意
識した意図的な指導・
支援を展開

○確かな学力をめざし、
具体の目標を明確に
もった教育実践（PD
CAサイクル）を基盤
とした学校運営

○「子どもを大切」にし、
子どもに寄り添った
考え方や関わり方で
児童指導・児童理解を
推進

【目指す教師像】

○児童のよりよい成長
に向けて、「ダメなこ
とはダメ」と毅然と指
導し、かつ温かさや優
しさをもって児童に
かかわる教職員

○学校が一体となって
教育の実践に取り組
む教職員

○人権意識を高め、教
職に対する情熱と使
命感をもつ

○地域や保護者に誠意
ある対応をし、信頼さ
れる教職員

【目ざす児童の姿】

【学校経営の重点】


